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コメント 

本研究は、代謝産物などの化学物質の量により RNA 修飾が
制御されるメカニズムの解明を⽬的としたものである。新しい
分野を展開する基盤となる提案であり、独創性に溢れている。 

応募者は rRNAや tRNAの修飾で世界でも有数の研究業績を
上げており、本研究の遂⾏によって、⼗分な研究成果が期待で
き、また、mRNAや ncRNAについても、同様に化学修飾や関
連する酵素を同定することとしていることから、今後の進展を
期待したい。 

  


